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金沢大学大学教育開発・支援センター長  西山 宣昭 
「大学をとりまく情報の認識統一の不徹底について」 
（⇒テーマ：キャリア教育） 
富山大学学務部学務グループ学務企画チーム主査  新井  浩 
「学生支援の充実に向けて」（⇒テーマ：学生支援，学生相談） 
福井大学学務部教務課教務企画係長 廣田 龍彰 
「学修指導を通した『共創』を探る」（⇒テーマ：学修指導，履修指導） 
北陸先端科学技術大学院大学大学院教育イニシアティブセンター長 浅野 哲夫 
●平成 24 年度 
本プロジェクトに新たに学生委員を参画させ，教員・職員・学生によるイベント企画を
実現する。 
①第 1回研究会（9月 6日）において，学生委員の選出依頼。 
②第 2回研究会（10 月 14 日）においてフォーラムテーマ及び内容の検討。 
③第 3回研究会（11 月 1 日）において実施要項決定。 
④富山大学・第 1回 UD トーク（学生企画イベント）に参加。 
⑤12 月 22 日に大学共創フォーラム 2012 を開催。 
⑥第 4回研究会（2月 21 日）において，事業報告書を確認。 
 
※参考１ 学生 FD サミット 2012 夏概要と追手門学院大の取組紹介 
※参考２ 富山大での取組紹介 
※参考３ 北陸先端大では，本年 7月 30 日，全学 FD・SD セミナー『JAIST 大学院教育
について皆で語ろう！ －大学共創によるチャレンジ－』において，教職員・
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日 時：2012 年 12 月 22 日（土）13:00～17:00 
場 所：金沢学生のまち市民交流館 交流ホール 
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イントロダクション 学生 FD とは？ 
梅村 修（追手門学院大学教育研究所 所長） 
 
1.大学に求められる授業 
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2.FD とは 
 FD とは，大学教育を改革する大学の組織的な取り組みの総称で，今は全大学に義務化されて
います。1998 年に努力義務というものが大学設置基準にうたわれ，そして 2008 年には義務化
されて，大学の教員は必ず FD に取り組まなければならないということになりました。その結果，
さまざまな取り組みが行われるようになりました。皆さんもご存じの授業のアンケート，FD の







 さて，このようにさまざまな FD 活動が盛んに行われています。ところが， FD 活動は非常に
盛んにはなっていますが，大学の授業がそれで変革されたか，少しでも良くなったかと言われ
ると，なかなかそうは言えない現実があります。そこで，われわれが学生 FD 活動というものを
始めたわけです。学生 FD 活動とは，学生とともに進める活動，学生の参画を得て行う FD 活動
という意味です。とかく教員の自己満足に陥りがちな FD 活動に，授業のもう一方の主体たる学
生の意見を取り入れて，学生とともに FD 活動を進めていこうという取り組みが学生 FD 活動で
す。 
3.学生 FD 活動とは 













 学生 FD は，組織の名称や形態，取り組み自体は，各大学に最も適した形で行われています。
大学も，国公立もあれば私学もあります。また，単科系大学もあれば総合大学もあります。い
ろいろなタイプの大学が，それぞれ実情に応じた形態や取り組みをしています。 
4.学生 FD サミット 
 その中で，他大学での取り組みから学び合うことが大事だということが次第に分かってきて，
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 過去 6回行われましたが，毎回参加者数を更新しています。残念ながら 2011 年度はちょうど
東北の大震災の日に当たってついえてしまったのですが，今年の夏，8 月に立命館で行われた










回，全国のどこかで行っています。これが学生 FD サミットです。 
 先ほども申しましたが，第 7回目は岡山大学で行われます。皆さんのお手元にもチラシを配
っていますので，ぜひとも体験なさっていただきたいと思います。 




 以上，非常にかいつまんだ話ではありましたが，学生 FD 活動の概要についてお話ししました。







対  談 
梅村 修（追手門学院大学教育研究所長・教授） 
山下 貴弘（追手門学院大学心理学部 4年） 
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います。 
 









































































2.活動例 1～学生 FD の輪 










梅村教育研究所長・教授 つい先日，12 月 1 日・2日に行われたときは，どんなテーマでした
か。 
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清水 心理学部心理学科 2回生の清水菜未です。よろしくお願いします。私たち学生 FD は，教
育研究所の下にある学生組織です。年 2回，春と秋にある教育研究所セミナーの企画と運営を
任せていただいています。最近では，11 月に秋のセミナーを開催しました。今回の秋のセミナ
Ⅲ 大学共創フォーラム 2012 
 




































ォーラムに参加して，学生 FD 活動の伝道に努めています。例えば，今度は 2月 23・24 日に第
18 回の FD フォーラムが，コンソーシアム京都の主催で開かれます。そちらでもシンポジウム，
しゃべり場が行われます。ぜひともこちらの方もご参加ください。 
8.FD 活動は大学をどう変えたか 
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梅村教育研究所長・教授 そうですか。このように，学生 FD 活動が少しずつ学内に成果をもた
らしつつあるのも事実だと思っています。 
9.個人の FD 活動と卒業後の進路 
梅村教育研究所長・教授 さて，あと残り 3分ぐらいしかないのですが，率直な質問をしてい
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10.今後の FD 活動 
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ん張っていっていただきたいと思います。6 名ですので全部で 12 個出るかなと思うのですが，
自己紹介をしていただきながらそれについても話していただいて，最終的にグループで発表す
る発表テーマを決めていただきます。 
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経済学科 4 年の古川と申します。D グル
第三部 グループワーク（第２クール）及び発表 

































林特任准教授 ありがとうございます。これでグループ DO を終えたいと思います。いま一度拍
手をお願いします（拍手）。ありがとうございました。 
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ここの言葉にありますように something について everything を知り，everything について
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H グループ：森田 グループ Hのグループ名は「Happy」，H班ということで Happy です。リーダ
ーの僕は，追手門学院大学経済学部 1回生の森田と言います。よろしくお願いします。発表テ
ーマは，「粘り強さと広い視野を持つことができる」というのになりました。 































Ⅲ 大学共創フォーラム 2012 
 
- 49 - 
 

























































































Ⅲ 大学共創フォーラム 2012 
 












林特任准教授 これでグループ Jの発表を終わります。いよいよ最後，グループ Aお願いしま
す。 
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第１回 第2回 第3回 （震災） 第4回 第５回 第６回
教職他
学生
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【日時】  2011 年11 月4 日（金） 
    4 限（15：00～16：30） → 恋愛トリビア講座とディスカッション 
    5 限（16：40～18：10） → 先生と更にしゃべりたい人に向けて座談会（通称：しゃべり場 
【場所】  ４限：追手門学院大学4201 教室   ５限：追手門学院大学4202 教室 
【応募】  ４限：先着100 名   ５限：１０名程度 （※応募者多数の場合は抽選） 
【応募締切】  １0 月３1 日  




※ご質問は 「 Gakusei.fd@gmail.com 」までご連絡ください。 
主催：追手門学院大学/教育研究所・学生ＦＤ 
↓活動記録（追手門キャンパスレポート）
「 http://www.act.otemon.ac.jp/user_options/100072 」 
21 22
23 24
Ⅲ 大学共創フォーラム 2012 
 






- 60 - 
  
31 32
Ⅲ 大学共創フォーラム 2012 
 
- 61 - 
















































































































Ⅲ 大学共創フォーラム 2012 
 
- 63 - 
  














































































































































































































































Ⅲ 大学共創フォーラム 2012 
 
- 65 - 




















































































































Ⅲ 大学共創フォーラム 2012 
 

















詳細や補足説明を 3 つまで（絵や図でも可） 
z   
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D グループ「グループ DO」 
リーダー：金沢星稜大学 





















E グループ「E 和」 
リーダー：福井大学 
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Ⅲ 大学共創フォーラム 2012 
アンケート調査結果 














５ 強くそう思う     ４ そう思う 
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●大学教育開発・支援センター教授  青野 透 
大学教育改革は，ＦＤ義務化の条文，すなわち大学設置基準「（教育内容等の改善のための組


















































































●学務グループ学務企画チーム主査 新井 浩 









































































●大学院教育学研究科 教科教育専攻 M3 内平圭祐 
FD という聞き慣れない言葉に漠然としたイメージを持っていたが，追手門学院大学の事例を
Ⅳ おわりに 
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1995 年 3 月 京都大学大学院文学研究科国語学国文学専攻修士課程修了。1996 年 2 月 金沢
大学庶務部庶務課に採用となり，2004年4月 北陸先端科学技術大学院大学総務課に異動し，
2010年4月より北陸先端科学技術大学院大学 大学院教育イニシアティブセンター教員となり，
現在に至る。職務の傍ら，2007 年 3 月 桜美林大学大学院国際学研究科大学アドミニストレ
ーション専攻修士課程（通信教育課程）修了，2010 年 3 月 名古屋大学大学院教育発達科学
研究科教育科学専攻（高等教育マネジメント分野）博士後期課程 単位取得満期退学，2011
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